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Ⅰ．入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー） 
 

農学研究科は，農学の持つ多面性と専門性に対応できる複眼的で総合的な判断力やバランス感覚を有する

人材を育成するとともに，多様化・複雑化した社会の要請に対応できる高度な専門的知識と技術を有し，研

究，調査，開発といった創造的な事業に従事するための実践的な能力を有する高度な専門人材の育成を目指

しています。農学研究科の求める学生像は以下のとおりです。 

 

◆求める学生像 

各専門分野や学際領域の研究の発展・深化・さらには多様化・複雑化する社会の要請に対応するため，さ

らに高い専門的知識を得ようとする人材を国内外から広く求めています。 

 

修士課程 

（農学専攻） 

農学専攻では，安全な農畜産物の持続的生産やそれを担う農業経営，地域の活性化等の研究領域においてよ

り高度な知識を修めるとともに，実践的な能力を養うためのプログラム，微生物・動物・植物等の生物資源を

対象とし，バイオテクノロジー等の先端的手法を駆使した開発・改良と有効利用についての専門的なプログラ

ム， 森林科学ならびに水土環境科学に関する専門的な講義，演習を主体とするプログラム，地域および国際

的な視点での自然との共生を念頭においたプログラム等を展開し，地域社会や国際社会における諸問題を解決

し，人類社会の進歩と福祉に貢献できる独創的な科学技術開発を担う研究者，技術者や創造的な事業に従事で

きる人材を養成するため，各指導教員による個別指導を軸としたきめ細やかな教育と研究を行っています。       

農学専攻の求める学生像は以下のとおりです。 

 

◆求める学生 

• 地域貢献や国際貢献について理解と意欲のある人 

• フィールドを通して体得した環境保全型生物生産や限られた資源を活かす食農環境マネジメントに関す

る基礎的な知識をさらに深めたいと思う人 
• 生命現象の解明，バイオテクノロジーなどの新技術や応用に関心があり，有用な生物資源の開発と改良，

生物による環境浄化，食物の品質保持や健康機能性の解明やその応用に興味のある人 
• 森林や河川に興味があり，身につけた問題解決プロセスを社会に還元したいと考えている人 

◆入学者選抜の基本方針 
上記の求める学生像で示す能力等を有する人を多面的・総合的に評価するため，以下の方法により選抜

する。 

（1） 一般入試（筆記試験（専門科目），口頭試問と志願者から提出された出身大学で作成された成績証明

書を総合して判定） 

（2） 社会人入試（筆記試験（小論文），口頭試問と志願者から提出された出身大学で作成された成績証明

書，志望理由書，研究計画書，研究業績概要書を総合して判定） 

（3） 外国人留学生入試（筆記試験（専門科目），口頭試問と志願者から提出された書類を総合して判定） 

（4） 外国人留学生推薦入試（志願者から提出された書類を総合して判定） 

（5） 推薦入試（志願者から提出された出身大学の成績証明書，推薦書，志望理由書等の書類を参考に実

施する口頭試問の結果により判定） 
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Ⅱ．募集人員 

本研究科の入学者選抜は，一般入試，社会人入試，外国人留学生入試，外国人留学生推薦入試及び推薦入試

の方法で行います。 

専攻 研究領域 募集人員 

農学 

生物生産学 

38 人 生物資源学 

生物環境学 

（注）1．募集人員は，一般入試，社会人入試，外国人留学生入試，外国人留学生推薦入試及び推薦入試の 

合計数です。 

2．社会人入試，外国人留学生入試，外国人留学生推薦入試及び推薦入試の募集人員は若干人です。 

3．第 1回試験で募集人員を満たした場合，第 2 回試験の募集人員は若干人となります。 

 

Ⅲ．受験上及び修学上の配慮を希望する入学志願者の事前相談 

本学に入学を志願する者で，病気，負傷や障害等のために受験上及び修学上の配慮を希望する者は，以下

の期日までに農学部入試担当に相談してください。 

募集区分 事前相談期日 

第 1回試験 令和5年 5月24日（水） 

第 2回試験 令和5年10月18日（水） 
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Ⅳ．入学試験日程 
  

第1回試験 

一般入試，社会人入試，外国人留学生入試，外国人留学生推薦入試，推薦入試 

出 願 期 間 

令和5年 5月29日（月）～ 6月 2日（金） 

外国人留学生推薦入試のみ 

令和5年 6月27日（火）～ 7月 3日（月） 

入 学 試 験 令和5年 7月13日（木） 

合 格 発 表 令和5年 7月28日（金） 

入 学 手 続 令和5年 8月21日（月）～ 8月24日（木） 

 

第2回試験 

一般入試，社会人入試，外国人留学生入試，外国人留学生推薦入試 

出 願 期 間 令和5年10月24日（火）～ 10月26日（木） 

入 学 試 験 令和5年12月 7日（木） 

合 格 発 表 令和5年12月27日（水） 

入 学 手 続 令和6年 1月22日（月）～ 1月24日（水） 
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Ⅴ．出願資格 
1. 一般入試 

次の各号のいずれかに該当する者又は令和6年3月までに該当する見込みの者 

⑴ 大学を卒業した者 

⑵ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

⑶ 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者 

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育

における16年の課程を修了した者 

⑸ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了した

とされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

⑹ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関

係機関の認証を受けた者による評価をうけたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す

る者に限る。）において，修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者 

⑺ 専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

⑻ 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号参照） 

⑼ 大学に3年以上在学し，又は外国において学校教育における15年の課程を修了した者であって，本学の定

める単位（当該大学の卒業又は外国における大学の教育課程に相当する教育課程の修了に必要な単位数の

うちおおむね4分の3以上）を優秀な成績で修得したと，本研究科において認めた者 

⑽ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育

における15年の課程を修了した者であって，本学の定める単位（当該大学の卒業又は外国における大学の

教育課程に相当する教育課程の修了に必要な単位数のうちおおむね4分の3以上）を優秀な成績で修得した

と，本研究科において認めた者 

⑾ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における15年の課程を修了した

とされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，研究科において，優れた成績をもって修得

したものと認めた者 

⑿ 本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で，22歳に達したもの 

 

2． 社会人入試 

次の各号のいずれかに該当し，令和6年4月1日現在において官公庁，企業又は教育機関等に2年以上勤務

ないし自営業及び農林業に2年以上従事している者，したことのある者，又は令和6年3月までに該当する見

込みの者 

⑴ 大学を卒業した者 

⑵ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

⑶ 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者 

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける16年の課程を修了した者 

⑸ 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 
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⑹ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は

関係機関の認証を受けた者による評価をうけたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指

定する者に限る。）において，修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を

修了することを含む。）により学士の学位に相当する学位を授与された者 

⑺ 専修学校の専門課程（修学年限が4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

⑻ 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号参照） 

⑼ 本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，

令和6年3月31日までに22歳に達するもの 

社会人入試の趣旨 

近年の科学技術の大幅な躍進により，社会全体の構造改革の必要性が議論される中で，以前にも増

して高等教育の必要性が叫ばれています。また，一方においては，生涯教育の気運が高まりを見せ，

大学も地域社会の構成員として広く社会に門戸を開放することが求められています。 

このような社会的要請の中，官公庁，企業又は教育機関等に勤務しているスキルアップを目指す社

会人や，食料，生命，環境に関連する経験を基に，更に専門分野を探求したい社会人を積極的に受け

入れることにより，本研究科の活性化を図ることを目的とし，一般の入学者選抜方法と異なる方法に

より社会人の入試を実施するものです。 

 

3． 外国人留学生入試 

日本国籍を有しない者のうち，出願時及び受験時の際に日本国内に居住している者で，次の各号のいず

れかに該当する者又は，令和 6年 3 月までに該当する見込みの者 

⑴ 日本の大学を卒業した者 

⑵ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

⑶ 外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者 

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における 16 年の課程を修了した者 

⑸ 専修学校の専門課程（修学年限が 4年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

⑹ 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号参照） 

⑺ 本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で，22歳に達したもの 

 

4． 外国人留学生推薦入試 

日本国籍を有しない者のうち，出願時及び受験時の際に日本国内に居住していない者で,次の各号 

のいずれかに該当する者又は，令和 6年 3月までに該当する見込みの者 

⑴ 日本の大学を卒業した者 

⑵ 大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者 

⑶ 外国において，学校教育における 16年の課程を修了した者 

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における 16 年の課程を修了した者 

⑸ 専修学校の専門課程（修学年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

⑹ 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年文部省告示第 5 号参照） 
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⑺ 本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，22 歳に達したもの 

 
5． 推薦入試 

次の各号を満たす者 

⑴ 大学を令和6年3月までに卒業見込みの者 

⑵ 本学部を卒業見込みの者は，指導教員等が責任をもって推薦できる者 

⑶ 本学部以外を卒業見込みの者は，出身（在学）大学の学長又は学部長が責任をもって推薦できる者 

⑷ 合格した場合，入学することを確約できる者 

 

推薦入試の推薦基準は以下のとおりです。 

当該被推薦者の3年次後期までの専門科目の成績において，S及びA（評点が8割以上）の合計単位数が 

専門科目総単位数に占める割合が80％以上である者（小数点第1位以下は切り捨て）。 

なお，認定科目単位数（点数評価されない科目）は専門科目総単位数から除外する。 

 

入学資格審査について 

 

以下の出願資格により入学を志願しようとする者については，次のとおり事前に個別の入学資格

審査を行いますので，「入学資格審査願」，「入学資格審査調書（№1）」，「入学資格審査調書

（№2）」に「最終学校卒業証明書」，「最終学校成績証明書」を添付し，下記の提出期間内に提

出してください。 

一般入試 出願資格(9),(10),(11),(12) 

社会人入試 出願資格(9) 

外国人留学生入試 出願資格(7) 

外国人留学生推薦入試 出願資格(7) 

 

募集区分 提出期間 入学資格審査結果通知日 

第1回試験 令和5年 5月22日（月）～ 5月24日（水） 

※郵送の場合も5月24日（水）まで必着とします。 
令和5年 5月26日（金） 

第2回試験 令和5年10月16日（月）～10月18日（水） 

※郵送の場合も10月18日（水）まで必着とします。 
令和5年10月20日（金） 
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Ⅵ．出願手続 

1．出願書類 

出 願 書 類 出 願 書 類 作 成 上 の 注 意 
一般 

入試 

社会人 

入試 

外国人 

留学生 

入試 

外国人 

留学生 

推薦入試 

推薦 

入試 

入学願書 

履歴書 

受験票 

本要項に添付の用紙を用い，ボールペンで所

定欄に必要事項をもれなく記入したもの。 
○ ○ ○ ○ ○ 

写真票 
本要項に添付の用紙を用い，出願前3か月以

内に撮影した上半身，無帽，正面向の写真

（4㎝×3㎝）を貼ったもの。 

○ ○ ○ ○ ○ 

卒業証明書等 

（注１）（注２） 
出身大学の卒業証明書又は卒業見込証明書。 ○ ○ ○ ○ ○ 

成績証明書 

（注２） 

出身大学の成績証明書又はこれに代わるも

の。 
○ ○ ○ ○ ○ 

外部テストの 

成績通知書の写し 

令 和 3 年 （ 2021 年 ） 4 月 以 降 に 受 験 し た 

TOEIC®TEST，TOEIC®IP，英語能力検定試

験，もしくはスコア有効期間内のTOEFL®TEST

の成績通知書の写し。出願書類提出期限までに

受験した試験の成績通知書が未到着のため，出

願時に成績通知書の写しを提出できない場合

は，本要項に添付の理由書を代わりに提出の

上，試験日前日までに出願書類提出先へ提出

すること。 

○ － － － － 

検定料を振り込ん

だことのわかる書

類の写し（注３） 

検定料 30,000円の振込内容がわかる振込控

の写し。詳細は「3. 検定料の納付」参照。 
○ ○ ○ ○ ○ 

返信用封筒 

長形3号（23.5㎝×12㎝）の封筒に，入学志

願者の郵便番号，住所，氏名を明記し，84円

分の切手（速達を希望する者は，344円分の

切手）を貼ったもの。 

○ ○ ○ － ○ 

ラベル票 

本要項に添付のラベル票に，合格通知書及び

合格発表後の連絡を受ける郵便番号，電話番

号，住所，氏名を記入したもの。 

○ ○ ○ ○ ○ 

受 験 承 諾 書 

様式は任意。 

官公庁，企業又は教育機関等に在職のまま入

学を希望する者（自営業者及び農林業従事者

を除く。）は，その所属長の受験承諾書を提

出。なお，入学を許可された場合には，入学

時に同様の入学承諾書が必要。 

－ 

該当者

のみ 

○ 

－ － － 

志 望 理 由 書 

本要項に添付の用紙を用い，ボールペンで記

入したもの。 

本研究科に入学し，勉学・研究を行いたいと考

えた動機及び目的を記入。 

－ ○ － － ○ 

研 究 計 画 書 

様式は任意。 

入学後に研究を希望するテーマ又は研究分野

等について1,000字程度にまとめたもの。 

－ ○ － － － 
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出 願 書 類 出 願 書 類 作 成 上 の 注 意 
一般 

入試 

社会人 

入試 

外国人 

留学生 

入試 

外国人 

留学生 

推薦入試 

推薦 

入試 

研究業績概要書 

様式は任意。 

在職中の業績内容の概要を1,000字程度にまと

めたもの。これに加えて研究論文，技術報告，

特許・実用新案等がある場合には，その業績を

表す文書等の写しも提出。 

－ ○ － － － 

住民票，パスポ

ートの写し，本

国の戸籍抄本又

は市民権等の証

明書 

住民登録をしている者：住民票の写しを提

出。 

住民登録をしていない者：パスポートの写し，

本国の戸籍抄本又は市民権等の証明書のうちい

ずれかを１つ提出。 

－ － ○ － － 

推薦書 

（外国人留学生

推薦入試） 

本要項に添付の用紙を用い，ワープロ又は手

書きにより出身（在学）大学の学長又は学部

長が作成したもの。なお，既卒の場合は指導

教員が作成したものも可。 

－ － － ○ － 

評価書 

（外国人留学生

推薦入試） 

山形大学大学院農学研究科の受け入れ教員が

作成した「受け入れ教員の評価書（人物評

価，学力評価）」（様式は任意）を提出。 

－ － － ○ － 

推薦書 

（推薦入試） 

本要項に添付の用紙を用い，ワープロ又は手

書きにより作成したもの。山形大学農学部を

卒業見込みの者は，指導教員等が作成し厳封

されたもの。 

山形大学農学部以外を卒業見込みの者は，出

身（在学）大学の学長又は学部長が作成し厳

封されたもの。 

－ － － － ○ 

（注１）大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者は学位授与証明書，学位を授与される見

込みの者は次の書類を提出してください。 

①短期大学の専攻科又は高等専門学校の専攻科の修了見込証明書 

②出願者が在籍する短期大学長又は高等専門学校長の作成した，学士の学位の授与を申請する予定で

ある旨の証明書 

（注２） 国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生は不要です。 

（注３） 出願時に，入学後の国費外国人留学生奨学金の受給が決定している場合は，不要です。 

 

2. 出願手続 
入学志願者は，出願書類を一括し，所定の期日までに提出先へ持参又は郵送してください。 

郵送の場合は，必ず書留速達とし，封筒の表に「大学院入学願書在中」と朱書きしてください。 
なお，出願者は，出願書類の提出に先立ち，あらかじめ希望指導教員と希望指導研究内容について相談して

ください。 

 

3. 検定料の納付 

検 定 料 
30,000円 

＊出願時に，入学後の国費外国人留学生奨学金の受給が決定している場合は不要です。 

払込期間 
第1回試験：令和5年 5月24日（水）から 6月 2日（金） 

第2回試験：令和5年10月18日（水）から10月26日（木） 

払込方法 

⑴ 以下の振込先に金融機関窓口又はATMから振り込んでください。金融機関窓口から

は「電信扱」で振り込んでください。 

⑵ 振込の際は，ご依頼人名・振込人名等に必ず数字の「261」と記入した後に出願者本

人の氏名を記入してください（この数字は本学で振込人の志願専攻等を識別するための

ものです。）。 
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⑶ 振込手数料は各自で負担してください。 

振 込 先 

【金融機関名】山形銀行 

【 支 店 名 】本店営業部 

【預金種別】普通口座 

【口座番号】5 9 3 5 8 

【口座名義（カナ名義）】ヤマガタダイガク 

【口座名義】国立大学法人山形大学 学長 玉手英利 

(1) 振込内容が分かる振込控え（「ご利用明細」など）の写しを提出してください。振込控えに預金残高な

ど出願に関係のない個人情報が印字されている場合は，「振込日時」「振込先」「振込人氏名」「振込金額」

以外は塗りつぶしても構いません。振込控えに「振込予約日」が記載されている場合は，「振込予約日」を

塗りつぶさないでください。モバイルバンキングなど，振込控えが出ない方法では振り込まないでくださ

い。 

(2) 既に払い込んだ検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 

①検定料を払い込んだが出願しなかった場合 

（出願書類等を提出しなかった場合又は出願が受理されなかった場合を含む。） 

②誤って検定料を二重に払い込んだ場合 

 

4．注意事項 

(1) 出願後は，いかなる理由があっても出願書類の内容の変更は認めません。 

(2) 提出書類の記載事項と相違していることが判明した場合には，入学決定後であっても入学許可を

取り消すことがあります。 

 

Ⅶ．入学者選抜方法 

1.一般入試 

選抜方法 

入学者の選抜は，学力検査（専門科目・口頭試問）の結果と志願者から提出された成績証

明書を総合して行います。 

必要に応じて専門科目や口頭試問で外国語能力を問うことがあります。 

専門科目 

専門科目は志望する領域に対応する専門科目１科目を受験してください。 

生物生産学領域 

作物学，作物育種学，野菜園芸学，果樹園芸学，観賞植物学， 

植物病理学，農業生態学，栽培土壌学，畜産学，生産機械学， 

地域環境循環学，バイオマス資源学，消費者行動論，食農環境政策学， 

食農環境会計学，食農環境・歴史社会学，食農環境地理学，食農総合科学 

生物資源学領域 

応用微生物学，食品創製科学，動物機能調節学，食品微生物学， 

生物資源化学，分子細胞生化学，食品栄養科学，食品機能学， 

植物遺伝・育種学，植物遺伝資源学，植物栄養学・土壌学， 

生物有機化学，農産物生理化学，微生物資源利用学 

生物環境学領域 

スマート林業学，林政学，森林社会学，森林動物管理学，森林影響学， 

森林資源利用学，森林生態学，景観生態学，保全生態学，水環境工学， 

地域連環学，農地物理学，農村計画学，農地環境工学，河川環境工学， 

水文環境学，地盤工学，環境衛生工学 

口頭試問 口頭試問は，領域ごとに行います。 

期日 第1回試験 令和5年 7月13日（木） 
専門科目 13:00～15:00 

口頭試問  15:30～ 
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期日 第2回試験 令和5年12月 7日（木） 
専門科目 13:00～15:00 

口頭試問  15:30～ 

場所 
第1回試験 

第2回試験 
山形大学農学部 

 

2.社会人入試 

選抜方法 

入学者の選抜は，学力検査（小論文・口頭試問）の結果と志願者から提出された出身学校

の成績証明書，志望理由書，研究計画書，研究業績概要書を総合して行います。 

学力検査については，小論文試験と口頭試問により行います。 

小論文 希望教育研究分野の基礎的な知識，理論的思考力，記述力を問う問題を出題します。 

口頭試問 口頭試問は，領域ごとに行います。 

期日 

第1回試験 令和5年 7月13日（木） 
小 論 文 13:00～15:00 

口頭試問 15:30～ 

第2回試験 令和5年12月 7日（木） 
小 論 文 13:00～15:00 

口頭試問 15:30～ 

場所 
第1回試験 

第2回試験 
山形大学農学部 

 

3.外国人留学生入試 

選抜方法 

入学者の選抜は，学力検査（専門科目・口頭試問）の結果と志願者から提出された書類を総合

して行います。 

学力検査は，専門科目による筆記試験と口頭試問により行います。ただし，専門科目について

は，外国語で出題する場合もあります。 

専門科目 

専門科目は志望する領域に対応する専門科目１科目を受験してください。 

生物生産学領域 

作物学，作物育種学，野菜園芸学，果樹園芸学，観賞植物学， 

植物病理学，農業生態学，栽培土壌学，畜産学，生産機械学， 

地域環境循環学，バイオマス資源学，消費者行動論，食農環境政策学， 

食農環境会計学，食農環境・歴史社会学，食農環境地理学，食農総合科学 

生物資源学領域 

応用微生物学，食品創製科学，動物機能調節学，食品微生物学， 

生物資源化学，分子細胞生化学，食品栄養科学，食品機能学， 

植物遺伝・育種学，植物遺伝資源学，植物栄養学・土壌学， 

生物有機化学，農産物生理化学，微生物資源利用学 

生物環境学領域 

スマート林業学，林政学，森林社会学，森林動物管理学，森林影響学， 

森林資源利用学，森林生態学，景観生態学，保全生態学，水環境工学， 

地域連環学，農地物理学，農村計画学，農地環境工学，河川環境工学， 

水文環境学，地盤工学，環境衛生工学 

口頭試問 口頭試問は，領域ごとに行います。 

 
期日 

 
第1回試験 令和5年 7月13日（木） 

専門科目 13:00～15:00 

口頭試問  15:30～ 
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期日 第2回試験 令和5年12月 7日（木） 
専門科目 13:00～15:00 

口頭試問  15:30～ 

場所 
第1回試験 

第2回試験 
山形大学農学部 

 

4. 外国人留学生推薦入試（第1回試験，第2回試験） 

選抜方法 入学者の選抜は，志願者から提出された書類を総合して行います。 

 

5. 推薦入試（第1回試験のみ） 

選抜方法 

入学者の選抜は，志願者から提出された出身学校の成績証明書，推薦書，志望理由書等の

書類を参考にしながら実施した学力検査（口頭試問）の結果により行います。 

なお，口頭試問は領域ごとに行います。 

期日 令和5年 7月13日（木） 口頭試問 15:30～ 

場所 山形大学農学部 

 

 

Ⅶ．共通事項 
1. 受験者心得 

(1) 試験場では常に受験票を携行し，試験室では受験票に記載されている受験番号と同じ番号の席につ

いてください。 

(2) 受験者は，試験開始時刻の 30分前までに試験場に到着してください。試験開始後 20分を経過した

後は，試験室への入室を認めません。 

(3) 試験開始時刻に遅れた場合は，係員に申し出て指示を受けてください。 

(4) 試験室内で，他人のものを借用又は共用してはいけません。 

(5) 携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末等の電子機器類は試験室に入る前に必ずアラームの

設定を解除し電源を切っておいてください。試験時間中に，これらをかばん等にしまわず，身につけ

ていたり，手に持っていると，不正行為となることがあります。 

(6) 試験中，発病等やむを得ない場合には，手を挙げて試験担当者の指示に従ってください。 

(7) 受験票を紛失したときは，すみやかに入試担当もしくは試験担当者に申し出てください。 

(8) 筆記試験開始後，直ちに配付された解答用紙に受験番号等を明記してください。 

(9) 受験票のほかに筆記試験時間中，机の上に置けるものは，鉛筆（シャープペンシルも可。），消しゴ

ム，鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類を除く。），時計（辞書，電卓，端末等の機能があるもの，それ

らの機能の有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・キッチンタイマー・大型のものを除く。），定規，眼

鏡，ハンカチ，ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけを取り出したもの。），目薬です。 

なお，専門科目によって関数電卓の使用が認められる場合があります。 

(10) 机の上には，前項で示した用具の他は，一切出すことはできません。 

(11) 不正行為があると認められた者の解答用紙は，すべて無効とします。 

 

2. 合格者の発表 

募集区分 合 格 者 発 表 日 時 

第 1回試験 令和5年 7月28日（金）11時 

第 2回試験 令和5年12月27日（水）11時 

山形大学農学部ホームページに合格者の受験番号を掲載します。 
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[ホームページ] https://www.tr.yamagata-u.ac.jp/ 

電話やメールによる合否の問い合わせには，一切応じません。 

なお，合格者には，合格通知書を同日付けで送付します。 

 

3.入学手続 
⑴ 入学手続期間 

募集区分 入 学 手 続 期 間 

第 1回試験 
令和5年 8月21日（月）～ 8月24日（木） 

 ※郵送の場合も8月24日（木）まで必着とします。 

第 2回試験 
令和6年 1月22日（月）～ 1月24日（水） 

 ※郵送の場合も 1月24日（水）まで必着とします。 

受付時間は，9時から16時30分までとします。 

⑵ 入学料 

入学手続の際に，入学料282,000円を納付してください。ただし，入学料及び授業料については，入学

後の国費外国人留学生奨学金の受給が決定されている者に関しては不要であり，外国政府派遣留学

生及び私費外国人留学生に関しては一般入試と同様です。 

注）納付方法等詳細については，合格通知の際に通知します。 

なお，入学料の納付が著しく困難な場合に，願い出により選考の上，入学料の全額又は半額を免除する

制度及び入学料の徴収を一定期間猶予する制度があります。 

⑶ 提出書類 

入学誓書，連絡先届，写真（縦 4㎝×横 3 ㎝）等 

詳細については，合格通知の際に通知します。 

⑷ 注意事項 

入学手続完了者で，令和 6年 3月 31日までに所定の出願資格を満たすことが出来ない場合，入学を取

り消します。 

 

4.授業料 
授業料については，入学後に納付していただきます。年額535,800円（半期分267,900円）（予定額） 

納付方法については，「年1回払い」，「年2回払い」，「年10回均等払い」，「年10回ボーナス併用払

い」から選択できます。 

注） 1．上記の金額は，未確定のため予定額です。 

2．在学中に改定が行われた場合は，改定時から新授業料が適用されます。 

3．納付方法等詳細については，合格通知の際に通知します。 

なお，経済的理由によって授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀な者に対して，願い出に

より選考の上，前期，後期毎に，その後の授業料の全額又は半額を免除する制度があります。 

 

5.入学料・授業料以外の経費 
入学時に必要となる任意の経費として，学生教育研究災害傷害保険料，後援会費等があります。詳細について

は，合格通知の際に通知します。 

 

6.教育方法の特例措置 
教育・研究上特に必要と認められる場合，大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例を適用し，次の

方法で履修することができます。 

① 必要に応じて，通常の時間帯（8時50分から17時05分）以外に，特例の時間帯（17時10分から21時10

分）あるいは夏季・冬季休業期間も履修できるものとします。 

② 特例の時間帯による履修を希望する者は，当該年度当初に，指導教員の承認を得た上，適用希望授

業科目名，時限，期間等を出願し，授業担当教員の許可を得るものとします。 
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7．長期履修学生制度 
職業を有している等の事情によっては，本研究科の標準修業年限（2年）を超えて一定の期間にわたり計画

的に教育課程を履修し，課程を修了することのできる制度です。この制度の利用や授業料の納入方法等の詳

細については，農学部入試担当に照会してください。 

 

8．入学試験個人成績の開示・請求方法について 

開示請求受付期間 
令和6年5月1日～5月31日（消印有効） 

受付時間は，9 時から16時30分までとします（土・日曜日，祝日を除きます。）。 

請 求 者 受験者本人に限ります（代理人による請求は認めません。）。 

請求方法 

農学部入試担当の窓口への持参又は郵送により受け付けます。次の①～③の書類

により申し込んでください。なお，郵送による場合は，農学部入試担当宛ての封筒の

表に「大学院農学研究科入学試験成績開示申込み」と朱書きしてください。 

①令和6年度山形大学入学者選抜試験成績等開示申込書 

※申込書は，令和6年4月中旬以降，山形大学ホームページ「入試案内」又は

「受験者の方」からダウンロードしてください。 

②本学受験票（写しは不可） 

※持参による申込の場合は申込時に，郵送による申込の場合は返送時に同封

して返却します。 

③返信用封筒 

※長形3号（23.5㎝×12㎝）に404円分の切手をはり，請求者の郵便番号・住

所・氏名を記入したもの。 

開示方法 

請求のあった日の翌日以降2週間以内を目途に，郵送（簡易書留）により開示しま

す。ただし，請求状況によっては，時間を要する場合がありますので，ご了承願いま

す。 

 

9.課程修了の認定及び学位 
本研究科に2年以上在学し，必修科目を含む30単位以上を修得し，かつ，学位論文の審査並びに最終試

験に合格した者には，課程の修了を認定し，修士（農学）の学位を授与します。 

 

10.岩手大学大学院連合農学研究科（博士課程）への進学 
岩手大学大学院連合農学研究科は，本学大学院農学研究科，岩手大学大学院総合科学研究科農学専攻

並びに弘前大学大学院農学生命科学研究科の修士課程，及び各大学の附属施設等を基盤として編成され

ています。各大学の研究科（修士課程）と密接な連携のもとに運営されていますが，それぞれの研究科とは別

の独立した研究科であり，後期3年のみの博士課程です。岩手大学大学院連合農学研究科は，生物生産科

学，生物資源科学，地域環境創生学の3専攻，9連合講座が置かれており，本学大学院修士課程の学生は，

選考により修士課程から引き続き連合農学研究科（博士課程）に進学することができます。 

なお，本学農学研究科修士課程を修了して3年以内の者に対しては進学者として扱い，検定料と入学料は

納付する必要がありません。 

 

11. 安全保障輸出管理について 
山形大学では，「外国為替及び外国貿易法等」に基づき，「国立大学法人山形大学安全保障輸出管理規

程」を定め，技術の提供，貨物の輸出の管理を行っています。その管理のため，外国の政府，法人等から

強い影響を受ける状態（特定類型）の該当性に関する申告書の提出をお願いする場合があります。 

規定事項に該当する場合は，大学から経済産業省への許可申請が必要になる可能性があり，その結果，

技術提供がすぐに実施されない場合があります。また，経済産業省への申請について，国際平和・安全の

維持の観点から不許可となった場合,結果的に大学からの技術提供が行われない場合があります。 

  

12.その他 

社会人入試の入学者について 
入学後は，原則として，一般入試で入学した者と同様，本研究科履修規則に定められたカリキュラムに

沿って履修することになります。このため，在職のまま入学する者の勤務先における身分（在職，休職

等）については，当該勤務先の定めによるものとします。 
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 なお，在職のまま入学する者については，入学手続の際，現場を離れて学業に専念できることを確認で

きる書類（その旨を記載した所属長の入学承諾書又は休職証明書）の提出が求められます。 

 

個人情報の取扱いについて 
本学は，提出された書類の個人情報は，次の目的のために利用します。なお，この目的以外に当該情報

を第三者に開示，提供及び預託することはありません。 

①入学者選抜試験実施のため 

②入学手続業務のため 

③入学統計調査のため 

④就学上必要な本学での業務のため 

⑤その他大学として必要な業務のため 
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Ⅸ.山形大学大学院農学研究科修士課程案内 
 

1．目的 

山形大学大学院農学研究科は，学部における一般的並びに専門的教養の基礎の上に，広い視野に

立って精深な学識を授け，専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高

度の能力を養うことを目的とします。 

 

2．専攻 

農学専攻 

 

3.研究領域・担当教員・研究分野及び内容 

研究領域 担当教員 研 究 分 野 内 容 

生
物
生
産
学 

茄子川 恒 作 物 学 
主にイネを対象として，持続可能な生産技術と環境変動

に適応する技術について研究を行っている。 

星野 友紀 作 物 育 種 学 

作物がもつ重要形質の遺伝機構と多様性の解明及び分子

マーカーの開発による作物育種への利用に関する研究を行

っている。 

鍋島 朋之 野 菜 園 芸 学 
野菜類における環境応答性や病害虫防除に関する研究を

行っている。 

池田 和生 

渋谷 知暉 
果 樹 園 芸 学 

山形県特産のオウトウ，セイヨウナシをはじめ，リン

ゴ，カキなどの果樹を対象に，良品質多収生産のための基

礎理論と栽培管理技術の高度な研究教育を行っている。 

小笠原 宣好 観 賞 植 物 学 

主として多年生花卉の生育と環境要因，在来花卉の保

全と利用，組織培養による増殖に関する教育と研究を行

っている。 

長谷 修 

小林 隆 
植 物 病 理 学 

持続可能な作物の病害防除を目指して，作物に備わる

病害誘導抵抗性の機構解明と生物防除や電解水による防

除などの応用研究を行っている。また，ドローンまたは 

AI による病害発生評価と農業 ICT による病害発生予察に

関する研究を行っている。 

佐藤 智 農 業 生 態 学 

身近な生物や生態系の機能を人間のくらしに活用する手

法を研究している。テントウムシやタニシと環境保全型農

業，アメリカミズアブと食品廃棄物処理や動物性たんぱく

質としての利用など，様々な生物や用途が研究対象であ

る。調査フィールドも熱帯の山奥から鶴岡の農村まで幅広

いのが特徴。 

角田 憲一 

佐々木 由佳 
栽 培 土 壌 学 

栽培土壌学の主要な目的は，作物と土壌の関係を理解す

ることである。環境負荷のない適切な土壌管理によって作

物の生産性を改善することが研究目標。 

浦川 修司 

堀口 健一 

松山 裕城 

畜 産 学 

地域の生産現場と連携した実践的な教育に重点を置き，飼

料作物の栽培・調製，家畜の飼養・管理，畜産物の評価など

の研究を通じて教育している。 

片平 光彦 生 産 機 械 学 
農産物のポストハーベスト工学，水田や露地野菜の省

力的な農作業技術について研究している。 

中坪 あゆみ  地 域 環 境 循 環 学 
地域内資源を利活用し，農と食の地域内循環による持続

的な農業生産に関する研究を行っている。 
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研究領域 担当教員 研 究 分 野 内 容 

生
物
生
産
学 

渡辺 昌規 バイオマス資源学 

農産・食品廃棄物を主体とした未利用バイオマスから

の有用物質およびエネルギー生産を促進する新規リファ

イナリー技術の開発を行う。さらに微生物を用いたバイ

オマス変換の安定性評価に対する微生物群集構造解析の

利用について研究する。 

陳 奥飛 消 費 者 行 動 論 

消費者意思決定のプロセス，メカニズムに関する基礎知

識論をベースとして，食をめぐる消費者問題，消費者行

動，それに対応する企業のマーケティング活動の現状，展

開方向について教育研究を行っている。 

藤科 智海 食 農 環 境 政 策 学 

食料・農業政策に関する基礎的な知識をベースとして，

現在の食料・農業政策の背景，現状，展開方向について教

育研究を行っている。 

家串 哲生 食 農 環 境 会 計 学 

低炭素社会に対応した農業経営の戦略に関して，農業会

計の観点から分析・考察する力を養う教育研究を行ってい

る。 

保木本 利行 食農環境・歴史社会学 

日本の地域社会がこれまでに経験してきたさまざまな

社会〝問題”をその歴史的展開の経緯に即しながら学習

し，眼前の諸社会問題の発生の原因を歴史的・経済的・

社会学的視座から複眼的に考察する力を養う教育研究を

行っている。 

渡辺 理絵 食 農 環 境 地 理 学 

日本および海外における人々の暮らしや農業が，その

地域の自然・歴史・文化・社会・経済などとどのように

関係して存立しているのかを学ぶ。とくに，空間的側面

に着目する地理学的な見地からそれらの存立基盤を明ら

かにしていくとともに，他地域への応用を探る。 

五領田 小百合 食 農 総 合 科 学 

私たちの研究室では、医食農に関する社会課題を解決

する方法を研究している。食料生産、加工、ソーシャル

マーケティング、食行動に関わる社会実装研究を異業種

と連携して実施している。 

生
物
資
源
学 

加来 伸夫 応 用 微 生 物 学 

各種環境下に生息する嫌気性微生物の生理生態と多様

性の解析，新規嫌気性微生物の分離と形態学的，生理生

化学的および分子系統学的解析，ならびに微生物機能を

利用した環境保全・浄化技術や資源・エネルギー循環型

技術の開発に関する研究を行っている。 

永井 毅 食 品 創 製 科 学 
食材や未利用・低利用資源から新規な食品開発につな

げるための技術開発について取り扱う。 

木村 直子 動 物 機 能 調 節 学 

高等動物における 1)配偶子形成/発育，受精，胚発生の

分子機構とその制御，2)生殖工学技術の開発，3)生殖諸機

能に及ぼす環境因子の影響 

小関 卓也 食 品 微 生 物 学 

麹菌の産生する産業用酵素に注目し，生化学的・分子

生物学的手法を用いて，酵素学的特性や構造解析，さらに

それらの有効な利用法について研究する。 

塩野 義人 生 物 資 源 化 学 

糸状菌の生産する二次代謝産物や生理活性物質につい

て，培養方法や単離精製，一連の化学構造解析手法，な

らびに天然物の有効な利用方法など，生物有機化学的手

法で研究する。 

豊増 知伸 分 子 細 胞 生 化 学 

主に高等植物を材料に用い，胚の成熟・発芽，成長現象

の制御機構を植物ホルモンの生合成とその作用機作の側面

から分子細胞生化学的な手法で研究する。 

小林 翔 食 品 栄 養 科 学 

活性酸素種に対する抗酸化防御機構について，生化学・

分子生物学的手法を用いて，抗酸化酵素の遺伝子発現制御

や抗酸化物質の代謝に関する研究を行っている。 



 

- 17 -  

研究領域 担当教員 研 究 分 野 内 容 

生
物
資
源
学 

叶 奈緒美 食 品 機 能 学 

健康維持・増進に関する食品の機能に注目し，食品中の

非栄養性成分およびその代謝産物の生物学的特性（抗炎症

作用，抗がん作用など）を解明することを主な目的とし

て，生化学・分子生物学・細胞生物学・分析化学などの実

験技術を駆使して研究を行う。 

笹沼 恒男 植物遺伝・育種学 

栽培作物がもつ重要形質の遺伝機構と多様性の解明及び

それらを利用した改良品種・育種母本の作成，分子マーカ

ーの開発などの育種への利用と，栽培作物とその近縁野生

種を中心とする植物の進化を研究する。 

江頭 宏昌 植 物 遺 伝 資 源 学 

地域在来の野生植物または作物資源の保全を目的とし

て，それらの来歴，特性，伝統的な農法や利用の文化な

どについて，文献・現地調査と分析的手法を組み合わせ

た研究を行う。 

俵谷 圭太郎 

程 為国 
植物栄養学・土壌学 

土壌酸性や栄養ストレスへの植物の耐性機構の解析，ア

ーバスキュラー菌根共生系の機能解析とその利用，植物

土壌生態系における炭素・窒素循環と地球環境の関わりに

関する研究を行っている。 

網干 貴子 生 物 有 機 化 学 

自生生物に含まれる有用生理活性物質の構造と利用研

究，植物と昆虫の化学的な相互作用の解明に取り組んでい

る。 

村山 秀樹 

宮城 敦子 
農 産 物 生 理 化 学 

農産物の収穫後の品質変化にかかわるメカニズムにつ

いて，生理学的及び代謝科学的な観点から解析するとと

もに，それらの成果を基礎として，それぞれの農産物に

適した収穫後の管理方法などを確立するための研究を行

っている。 

服部 聡 微生物資源利用学 

分子生態学的手法による微生物多様性評価，各種環境に

生息する未利用微生物資源（真正細菌・古細菌）の探索取

得および微生物代謝能解析に関する研究を行っている。 

生
物
環
境
学 

ロペス・ラリー ス マ ー ト 林 業 学 

森林は広大で複雑な生態系であるため，調査地が限ら

れる野外調査や，樹木の詳細な特徴を観察するには十分

でない解像度の衛星画像のみでは理解することは難し

い。よってこの研究室では，無人航空機 (UAV)，高解像

度画像 (数cm ピクセル) の画像解析，深層学習，および

現地調査を行う。これらの複数のアプローチを統合し，

森林の生物地球化学的循環と健康状態を自動的に評価す

ることができるモデルを設計することを目指す。 

小川 三四郎 林 政 学 

森林・林業，山村，住宅，環境問題などに関する歴

史・現在・将来について，経済学，政策学，運動論によ

る社会科学的観点から，文献研究と地域調査による実態

把握にもとづいて，実証的・理論的に教育・研究を行っ

ている。 

林 雅秀 森 林 社 会 学 
社会学および経済学を基礎とし、森林のよりよいガバ

ナンス形態を解明するための教育研究を行っている。 

江成 広斗 森 林 動 物 管 理 学 

森林は多様な野生動物の生息地でもある。本科目で

は，野生動物と森林，さらには人の生活・生業との相互

作用の解明を通して，持続可能な野生動物管理の創出を

めざす。 

菊池 俊一 森 林 影 響 学 

森林は公益的で多面的な機能を有するグリーンインフラ

です。その保全・再生のため，植物群集と立地環境間の動

的な相互関連について研究を行っています。 

芦谷 竜矢 

相蘇 春菜 
森 林 資 源 利 用 学 

森林資源の高度利用を目的として，樹木組織の解析，

培養生産，機能成分の検索等，化学・生物学的手法によ

る森林資源の解析と高付加価値産物への変換などの研究

を行う。 
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研究領域 担当教員 研 究 分 野 内 容 

生
物
環
境
学 

吉村 謙一 森 林 生 態 学 

樹木は温度・被陰・乾燥・病害など様々なストレスに耐

えながら生育している。樹木はこのようなストレスに耐え

ながら生育するメカニズムを明らかにし，環境変動や偶発

的な攪乱に対する森林動態の変化を主に樹木個体生理学の

観点から解明する。 

斎藤 昌幸 景 観 生 態 学 空間的な視点から生態系を捉える。 

小峰 浩隆 保 全 生 態 学 

主に，人間社会と野生生物との関わりについて，保全生

態学，進化生態学，生態疫学的観点から教育・研究に取り

組む。 

渡部 徹 水 環 境 工 学 

水環境の汚染とそれに関わる物理化学・生物学的プロ

セス，水や食品の汚染による健康リスクの評価，そし

て，農業・水産業における下水道資源の有効利用をテー

マに研究を行っている。 

桒原 良樹 地 域 連 環 学 

地域連環学は，農山村地域の活性化や持続的な地域資

源管理・利用に向けた，地域資源と地域社会との連環関

係に関する内容である。 

花山 奨 農 地 物 理 学 

持続的な食糧生産を可能とする環境調和型農地の整

備・利用をめざし，農地における水・物質・エネルギー

の流れの解明とその制御に関する教育研究を行ってい

る。 

石川 雅也 

農 村 計 画 学 

『植物生産を効率的に行い得る生産環境の創造』に加

えて『持続可能な農業・農村環境の創造』について，土

地科学からの接近を試みる。具体には，最適土地利用計

画のための手法に基づき，農業的土地利用がもたらす環

境ストレス（水質汚染・地球温暖化・土壌劣化）を低減

するために新たに開発された農業基盤創成技術の事業計

画を立案・検討する研究を行う。 

農 地 環 境 工 学 

持続的な食料生産の向上を可能とする環境調和型農地

の実現を目的とした，農地すなわち「土壌・植物・大

気」系における水・物質循環の科学を基礎とする新たな

整備と管理について研究を行う。 

渡邉 一哉 

梶原 晶彦 

河 川 環 境 工 学 

水 文 環 境 学 

農業を中心とした持続可能な水利用，周辺環境や生物

との関係性の探求と，よりよい共生の実現を目指してい

る。 

具体的には，農業水利学，河川環境学，水圏生態学，

水質水文学，環境水理学などの専門知識の修得と，附属

演習林，農場，庄内地域に限らず様々なフィールドでの

現地調査を通して考察していく教育研究を行っている。 

張 海仲 地 盤 工 学 

主に地震による地盤震動特性や地盤災害を対象とし

て、それらの評価方法や予測方法に関する研究を行って

いる。 

西山 正晃 環 境 衛 生 工 学 

生物にとって必要不可欠である「水」から創出される環

境を対象として，微生物や化学物質による汚染を分子生物

学的手法や遺伝子解析を用いて実態を解明し，その対策を

講じるための教育・研究を行う。 

（研究領域別・順不同） 


